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市民提案型事業
講座づくり★まちチャレ

【だれにでも「まなびの場」を！～自
主夜間中学ってなに？】
　日本には、さまざまな理由で義務
教育を受けられなかった人がたくさ
んいるのをご存じですか。誰もが基
礎的な教育を受けるためにはどうし
たら良いのか、一緒に考えてみませ
んか。
対１６歳以上の方
日①１月１６日㈯②１月３１日㈰③２月
６日㈯④２月２０日㈯⑤３月６日㈯、午
後２時～４時
場生涯学習センター
講元夜間中学校教諭・見城慶和氏　
他
定２０人（申し込み順）
【“自分に素直にはたらく”を考えよ
う！～子育てしながら・町田で暮ら
しながら・はたらく】
　子育て中の皆さんが“自分に素直
にはたらく”をキーワードに、多様な
働き方の選択肢を「知る」、ワークシ
ョップを通して「考える」、ご自身の
気持ちや感じたことを「語る」ことで
深めていきます。　
対子育てしながら働くことを考えた
い方（現在働いている方も、そうでな
い方も歓迎）
日①１月３１日㈰午前１０時～１１時３０
分②１月３１日㈰午前１１時５０分～午
後０時５０分③２月７日㈰午前１０時～
１１時３０分④２月７日㈰午前１１時５０
分～午後０時５０分⑤２月２１日㈰午前
１０時～正午、全５回

場①②⑤生涯学習センター③④ＣＯ
ＭＭＵＮＥ　ＢＡＳＥマチノワ（中町）
内①知る～公開講座「自分らしくは
たらく・暮らす」「調布市での新しい
はたらき方の先進事例と町田の暮ら
しから生まれた新しい仕事」②語る
～全体交流会「私たちの素直なはた
らき方・暮らし方」③知る・考える～
子育てしながらつくるキャリア、素
直なはたらき方を深掘りしよう④知
る～多様なはたらき方が集まる場
所、本当は身近なコワーキングスペ
ース⑤語る～自分に素直にはたらく
第一歩、講座を通して見つけた自分
に素直なはたらき方を話してみよう
講①非営利型（株）Ｐｏｌａｒｉｓ取締役フ
ァウンダー・市川望美氏、（株）玉川総
合研究所代表・秋田史津香氏、コワー
キング喫茶ｃｏｓｏａｄｏｔ店主・中山綾
子氏、らぶふぁみ事務局代表・西行恵
氏③（株）ｍｏｇママリブラ事業責任
者・鈴木伸太朗氏④ＣＯＭＭＵＮＥ　
ＢＡＳＥマチノワコーディネーター・
山本満氏
定１５人（申し込み順）
※①②の公開講座の定員は１２人で
す。
※保育希望者（１月１日時点で８か月
以上の未就学児、申し込み順に５人）
は、連続講座受講の方のみ受け付け
ます。なお、②は親子同室受講、③④
は見守り保育となります。
※お子さん同伴で参加可能です。

◇
申１２月１７日午前９時から電話で同
センター（☎☎７２８・００７１）へ。

大地沢青少年センター
【青空アトリエ】
　電動糸のこや、のこぎりなどを使

い、木やまゆ等で椅子やクラフトを
作ります。特別プログラムは、「飾り
羽子板」を予定しています。
日１月１０日㈰午前１０時～午後３時
（雨天実施）
定６組（付添人を含めて１組４人以内、
申し込み順）
費１００～５２０円（参加プログラムに
よって異なる）
申１２月２０日午前９時から電話で同
センターへ。
※新型コロナウイルス感染防止のた
め、事前予約制となります。当日は午
前１０時～午後２時に受け付けしてく
ださい（受付時間内であれば何時か
らでも参加可）。
【初心者のための陶芸教室】
　マグカップを作ります。
対市内在住、在勤、在学の陶芸初心者
の方（小学生以下は保護者同伴）
日１月１７日、２月１４日、いずれも日曜
日午前１０時～午後０時３０分
内１日目＝粘土を成形、２日目＝絵付
け
定２０人（抽選、結果は１２月２７日ごろ
発送）
費１人６００円
申ハガキに「初心者のための陶芸教
室申込」と書き、参加者全員の住所・
氏名（ふりがな）・電話番号・年齢（学
年）・送迎バス利用の有無を明記し、
１２月２５日まで（必着）に大地沢青少
年センター（〒１９４－０２１１、相原町
５３０７－２）へ。
※ハガキごとに抽選します。グルー
プで申し込みの場合、ハガキ１枚に
全員の情報を明記してください。
※ＪＲ横浜線相原駅西口～同センタ
ー間の無料送迎バスを運行します。　

◇

場同センター
問同センター☎☎７８２・３８００
中央図書館
展 示 会 作 品 募 集
　来年５月から入替制で、中央図書
館４・５階展示コーナーで展示する作
品を募集します。
対絵、写真等で展示可能な作品が２２
点以上ある、町田市立図書館の利用
登録要件に該当する方、またはその
方を代表とする団体
申申込用紙（各市立図書館に有り）に
記入し、作品の写真１枚以上（サービ
ス判で可、返却はしません）を添え
て、１月３１日まで（必着）に直接また
は郵送で中央図書館４階カウンター
（〒１９４－００１３、原町田３－２－９）
へ（結果は２月中に通知）。
※応募は１人（１団体）１件までです。
問同館☎☎７２８・８２２０

思 春 期 講 座
【思春期の子どもの “今” と向き合
う…１５の私への手紙】
　１５歳のときの自分を振り返って、
思春期の子どもに親はどう関われば
良いのか、考えてみませんか。
対思春期の子どもがいる保護者
日①１月２２日②１月２９日③２月５日
④２月１２日⑤２月１９日、いずれも金
曜日午前１０時～正午、全５回
場生涯学習センター
講①③④⑤都留文科大学特任教授・
宮下聡氏②市立中学校養護教諭
定３０人（申し込み順）
申１２月１６日午前９時から電話で同
センター（☎☎７２８・００７１）へ。

催　し　名 日　　　時 会　　　場 費　用 連　絡　先 備考（対象等）

ピアノのある方、脳トレにピアノ始めませんか １２月１８日午後１時から 生涯学習センター音楽室 ５００円 須佐☎☎７２２・３４９９ 経験・年齢問わず　要連絡

ＬＯＤ　女性だけの社交ダンス　レッスン １２月２１日㊊午後１時から 木曽森野コミュニティセンター 無料 佐藤☎☎７２７・３７５２ プロ講師　丁寧な指導

第８回町田落語会 １２月２６日㊏午後２時開演 生涯学習センター７階ホール 無料 町田落語研究会☎☎０９０・６１９６・８９７１ ２時間程度、予約不要

「かしの木山」で冬鳥たちに逢おう！～探鳥会 １月１０日、２月１４日午前９時３０分から かしの木山自然公園 無料 かしの木山野鳥クラブ広田☎☎７２５・２４０７ 中央広場集合・雨天中止

市民の広場 　「市民の広場」は、市民の皆さんの交流や、仲間
づくりを応援するコーナーです。
　サークル活動のイベントをお知らせする「お

●おいでください:毎月１５日号です。掲載された場合、次は３か月後以
降に申し込めます。申込期間＝掲載したい月の前月の１日～２０日
●仲間に:年２回掲載で、次回は２０２１年５月１５日号です。次回申込期間
＝２０２１年２月１５日～４月２０日
　申込用紙と掲載ルールは広報課（市庁舎４階）で配布しています（町
田市ホームページでダウンロードも可）。� 市HP� 検索市民の広場
問広報課☎☎７２４・２１０１

いでください」のコーナーと、会員募集を掲載する「仲間に」があります。
※�活動内容の確認やトラブルの解決は、当事者間でお願いします（市は関与し
ていません）。また、各会場へのお問い合わせはご遠慮ください。
※コーナー掲載の申込方法は、必ず「掲載ルール」をご覧ください。

おいでください　特定の期日に行うイベント ※新型コロナウイルス感染防止のため、予定しているイベントが中止になる場合
があります。必ず、事前に主催団体への確認をお願いします。

催し・講座催し・講座

ＮＨＫ福祉イベント
「コロッケの“やさしいまち”探訪」番組観覧者募集

問高齢者福祉課☎☎７２４・２１４０

　ＮＨＫ�Ｅテレの番組「ハートネッ
トＴＶ」の公開収録として、「出張！
ハートネット　やさしいまちのレ
シピ」と題し、市内の認知症へのケ
アの取り組み状況を紹介します。
その後、タレント・コロッケ氏のト
ークショーが行われます。
　楽しくてためになるステージで
す。
日２月２１日㈰午後１時２５分～４時
場町田市民ホール
出演者タレント・コロッケ氏、ＮＨ
Ｋアナウンサー・中野淳氏

申往復ハガキに住所・氏名・電話番
号・希望人数（２人まで）を書き、返
信面にも宛先を明記し、１月２１日
まで（必着）に高齢者福祉課「ＮＨＫ
ハートネットＴＶ」係（〒１９４－
８５２０、森野２－２－２２）へ。
※応募者多数の場合は抽選となり
ます。
※番組内容等の詳細は、ハローダ
イヤル（☎☎０５０・５５４１・８６００）へ
お問い合わせいただくか、ＮＨＫホ
ームページをご覧ください。

ガバメントクラウドファンディングで

「おうちでごはん」事業を応援しよう
問財政課☎☎７２４・２１４9

　市では、経済的に厳しいひとり
親家庭にお弁当を配達して親子の
コミュニケーションをつくる「お
うちでごはん」事業について、ガバ
メントクラウドファンディングに
よる寄附金の募集をしています。
　ガバメントクラウドファンディ
ングは、２月１７日まで実施してい
ます。寄附金は、ふるさと納税と同
じ寄附金控除の対象になります。
また、いただいた寄附金はすべて
「おうちでごはん」事業に活用され

ます。ひとり親家庭を応援するた
め、皆さんのお力をお貸しくださ
い。
　この寄附は、右
記二次元バーコー
ドで申し込みでき
ます。
【ガバメントクラウドファンディ
ングとは】
　自治体が寄附の使い道を明確に
し、使い道に共感を得た方から寄
附金を募る仕組みです。


